














正解・解答例 
 

教科・科目名 物理（前期日程試験：令和５年度） １／３ 問題番号 R1 

対 象 学 部・ 

学科(課程)等 

理学部（数学科，物理学科，地球科学科、創造理学コース）， 

工学部，農学部 

 

１ 

 

（35）% 

配点（70）点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１  

 

（１）物体の運動方程式 m a = f  

   板の運動方程式  M a = F－f 
 

（２）𝑎 =
𝐹

𝑀+ｍ
 

 

（３）μm g 
 

（４）
𝐹

（𝑀+𝑚) 𝑔
 

 

 

問２ 

 

（１） 
 𝐹 ’ －μ’ 𝑚 𝑔

𝑀
  

 

（２）μ’ g 

 

（３）
𝐹 ’－μ’ 𝑔（𝑀+𝑚)

𝑀
  

（４）
𝐹 ’－μ’ 𝑔（𝑀+𝑚)

2𝑀
 𝑡2
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正解・解答例 
 

教科・科目名 物理（前期日程試験：令和５年度） ２／３ 問題番号 R1 

対 象 学 部・ 

学科(課程)等 

理学部（数学科，物理学科，地球科学科、創造理学コース）， 

工学部，農学部 

 

２ 

 

（35）% 

配点（70）点 

 

 

 

 

 

問１  

（１） 𝐿1 =
𝐶1𝑑

𝜀0𝐿
  

    𝐿2 =
𝐶2𝑑

𝜀0𝐿
 

（２） 𝐶 = 𝐶1 + 𝐶2 

（３） 𝑄 = 𝐶𝑉 

（４） 𝐶′ = 𝐶1 + 𝜀r𝐶2 − 𝜀0(𝜀r − 1)
𝐿

𝑑
𝑥 

（５） 𝑉′ =
𝐶

𝐶′
𝑉 

（６） 𝑈 =
1

2

𝐶2

𝐶′
𝑉2 

 

問２  

（１） 𝐿3 =
𝐶𝑑

𝜀0𝐿
 

（２） 𝐿3 = 𝐿1 + 𝐿2 

（３） 𝐶3
′ = 𝐶 + 𝜀0(𝜀r − 1)

𝐿

𝑑
𝑥 

（４） 𝑥0 =
𝐶2𝑑

2𝜀0𝐿
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正解・解答例 
 

教科・科目名 理科（前期日程試験：令和５年度） ３／３ 問題番号 R1 

対 象 学 部・ 

学科(課程)等 

理学部（数学科，物理学科，地球科学科、創造理学コース）， 

工学部，農学部 

 

３ 

 

（30）% 

配点（60）点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１（１）
3

2
𝑃𝑉 

（２）変化は断熱的に起こるので，内部エネルギーが保存す

る。体積と圧力で表して 

     
3

2
𝑃𝐴𝑉 +

3

2
𝑃𝐵𝑉 = 2 ×

3

2
𝑃𝑉 

     共通因数 3/2 および V を消去すると圧力に関する関係 

式 𝑃𝐴 + 𝑃𝐵 = 2𝑃 が得られる。これと 𝑃𝐵 = 1.5𝑃𝐴  を 

連立して PA，PB について解く。 

𝑃𝐴 =
2.0

1.0 + 1.5
𝑃 = 0.8 気圧， 𝑃𝐵 = 1.5𝑃𝐴 = 1.2 気圧 

 

  （３）—16 ℃ 

 

  （４）0.43 倍 

 

問２（１）87 ℃ 

 

  （２）気体は PA=1.2 気圧，TA＝360K で断熱膨張を始めるの 

     で，終状態の温度も TAに等しい。 

最初に容器Ａにあった気体の物質量を 𝑛，終状態での

各容器の物質量をそれぞれ 𝑛𝐴，𝑛𝐵 とすると 

𝑛 = 𝑛𝐴 + 𝑛𝐵  である。終状態の圧力と温度をそれぞれ 

P，T=TA とすると状態方程式より各物質量が以下のよ

うに表される。 

𝑛 =
𝑃𝐴𝑉𝐴

𝑅𝑇𝐴
，𝑛𝐴 =

𝑃𝑉𝐴

𝑅𝑇𝐴
，𝑛𝐵 =

𝑃𝑉𝐵

𝑅𝑇𝐴
 

物質量の関係式に代入して𝑃𝐴𝑉𝐴 = 𝑃(𝑉𝐴 + 𝑉𝐵)を得る。 

𝑉𝐴 = 𝑥𝑉𝐵とし，PA=1.2 気圧，P=1.0 気圧から𝑥を計算 

する。 

𝑃𝐴 𝑥 = 𝑃(𝑥 + 1)  →  𝑥 =
𝑃

𝑃𝐴 − 𝑃
=

1.0

1.2 − 1.0
= 5.0 
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（様式８） 

採点・評価基準(具体的基準) 

教科・科目名 物理（後期日程試験：令和５年度） 問題番号 R1 

対 象 学 部・ 

学科(課程)等 

理学部（数学科、物理学科、地球科学科、創造理学コース） 

工学部，農学部 

出題のねらい 

 
１ 加速度，速度，力などを含めた物体の運動に関する力学の基礎的な内容の理

解を問う。 
 
２ 並列につながれたコンデンサーへの誘電体板挿入と，一つの誘電体板を介

した二つのコンデンサー間の相互作用についての問題を通して，複数のコ
ンデンサーを有する回路についての物理の理解度をみる。 

 
３ 気体の状態方程式について理解しているかどうか，又，密度，温度，圧力

等の基本的な物理量についてきちんと理解しているかどうかを問う問題で
ある。記述式の解答により，論理的な思考を表現できるかも確認している。
更に，物理量を数値的に適切に処理できるかもみている。 

 
 

採 点 基 準 
 

(点数は200点 

満点の場合） 

 
１ 配点３５％（７０点） 
 
  問１ （１） ８点 
     （２） ８点 
     （３） ８点 
     （４）１０点 

問２ （１） ８点 
     （２） ８点 
     （３）１０点 
     （４）１０点 
 
２ 配点３５％（７０点） 
  問１（１）５点，５点 
    （２）５点 
    （３）５点 
    （４）８点 
    （５）８点 
    （６）８点 
  問２（１）５点 
    （２）５点 
    （３）８点 
    （４）８点 
 
３ 配点３０％（６０点） 

問１（１）４点  
    （２）記述形式：各８点，合計１６点 
    （３）８点 
    （４）８点 

問２（１）８点 
    （２）記述形式：１６点 
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